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〔こめんとユ
大脳辺緑系における
神経伝達物質研究の現況
人間の脳内には百憶を超える神経細胞が存在するといわれるが，これら一つ一
つのニューロンについて電気生理学的な見方をすれば，脱分極か過分極かいずれ
かの反応，つまり yesか noの反応を示すにすぎない。従って， 認識，思考，
記憶といった脳の機能は，個々のニューロンが相互に複雑に関連し合った総合的
結果と考えられる。この相互関連の場にシナプスがあげられ，高等動物において
は化学的伝達物質による情報伝達が行なわれている重要なところと考えられてい
る。ところで，ある物質を神経伝達物質として同定するための一般的な基準につ
いては古くよりいくつかの事項が提唱されているが，最も重要な点は，その物質
が脳のある構造内に選訳的に存在していること，で‘きればニューロン内に存在し
ていることを確認することである。今日， acety1cho1ine，dopamine，norepine_ 
phrine，serotoninそのほかいくつかの生体内活性物質が神経伝達物質と推定さ
れている。それらに関する組織化学的問題については，鐙光法，免疫組織化学な
どの発展とあいまって多くの報告があり，それらが局在するニューロンの分布に
ついても次第に明らかにされつつある。組織化学的方法は，神経伝達物質の脳内
における存在と同時に，それを含むニューロン自体をも明らかにする点できわめ
て有効な方法である。しかしながら，鐙光物質の波長特性による分析など，いわ
ゆる鋭敏度を増す努力が行なわれながらも，なお極く微量の物質を組織化学的に
すべて検証するまでには至っていない。
一方，生化学的方法は，その物質がどのニューロンに由来するものであるかに
ついての情報をほとんど提供しないが，ラジオアイソトープの活用などにより，
物質の検出に関しては鋭敏度が高い。 Brownsteinらは最近ラット大脳辺縁系の
およそ 35の核および部位における dopamine，norepinephrine，serotoninお
よび acety1choline合成酵素 (cholineacety 1 transferase)を彼らがきわめて鋭
敏であると自負する， enzymatic-isotopic method によって系統的に定量し，
いくつかの興味ある所見を報告した。 norepinephrineは大脳辺縁系全体に分布
しているが，分界条間質核腹側部に最も多い。この部は視床下部と扇桃核を結ぶ
経路に当っている。 dopamineもまた全体的にみられるが，臭結節に最も多く，
大脳基底核例えば尾状核頭部よりもさらに多い。また前方領域の肩桃核にも多い
が，これらの機能的な意味については，今後の動物行動，または電気生理学的な
研究によって明らかにしなければならない。 serotonin も大脳辺縁系に比較的多
く，辺縁系皮質ではそのほかの皮質に比して高い値が得られているo ただし，同
じ研究ク事ループによる組織化学的研究によると，大脳辺縁系内では， serotonin 
を含む細胞体が見出されないことから，定量された serotonin は脳幹の縫線核
より上向する線維中に含まれたものを測定した可能性が高い。一方， Sega1と 
B100m はラットにおいて，青斑核の電気刺激で、海馬錐体細胞の発射が抑制され
ること，この抑制はガラス微小電極につめた norepinephrineを電気泳動的に細
胞に投与したときにみられる抑制と，薬理学的に同ーの性質を示すことから， 
norepinephrineがラット海馬での抑制性伝達物質であろうと述べている。また
この作用は， cyclic AMPを同様の方法で投与したときにも引きおこされること
から，いわゆる cyclicAMP systemを介して norepinephrineが作用してい
ることをも示唆している。脳内における伝達物質の存在，その線維結合との関連
についてのこれらの組織化学的，生化学的および電気生理学的研究は，その機能
的意義を分析するには未だはるかに遠いが，中枢神経系研究の遅々たる流れの中
で，貴重な一石となるものと思われる。
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